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Ⅰ 消防技術及び消防団員等の資質向上を図るための事業 

（公益目的事業１） 

 

１ 消防操法訓練大会 

（１）北海道消防操法訓練大会 

   消防団員の消防技術を練磨し、安全・迅速・確実な連携行動と強固なる消防精神向

上のため、北海道と共催で操法訓練大会を実施する。 

    実施月日    令和２年７月１７日（金） 

    実施場所    北海道消防学校屋外訓練場 

    実施種目    小型ポンプ操法 

    出場団     １４団 

（２）第 27 回全国消防操法大会 

   全国消防操法大会に出場する消防団に対し助成を行う。 

    実施月日    令和２年１０月１６日（金） 

    実施場所    千葉県市原市 千葉県消防学校 

    出場団     北海道消防操法訓練大会優勝団 

 

２ 消防研修事業 

（１）消防団員指導員研修 

   消防団員の指導者を養成するため、北海道（消防学校）の協力を得て研修会を実施

する。 

    実施予定月   令和２年１０月～１２月（未定） ２泊３日 

    実施場所    北海道消防学校 

    参加予定人員  ５０人 

（２）講習会等の開催、助成及び講師派遣 

  ① 消防団員現地教育訓練 

    消防団員の資質向上を図るため、北海道と関係機関及び消防本部の協力を得て、

消防団員に対する現地教育訓練を行う。 

     実施予定月   随時 

     実施回数    各地方支部１回  合計１４回 

② 消防団運営方策の普及研修 

    日本消防協会及び総務省消防庁と連携し、近年問題となっている団員数の減少・

高齢化等の諸問題に対応するための研修会を開催し、消防団の充実強化を図る。 

     実施予定    ２地方支部で開催予定 
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  ③ 消防職員の研修 

    防災指導の強化及び円滑な消防行政の推進を図るため、消防職員の研修を全国消

防長会北海道支部と協賛して実施する。 

    また、災害時における人命救助の向上を図るため、消防職員に対する救助技術の

訓練と指導を全国消防協会北海道地区支部と協賛して実施する。 

  ④ 女性防火クラブ員の研修 

    女性防火クラブ員の資質の向上と活動能力等の向上を図るため、研修会を実施す

る。 

     実施研修会    第３６回全道女性防火クラブ指導者研修会 

     実施月日     令和２年９月２８日（月） 

     実施場所     道民活動振興センター 

     参加予定者    道内女性防火クラブ幹部 約１８０名 

  ⑤ 各種研修会への講師の派遣 

    北海道（消防学校）及び各地方支部等が主催する消防団員研修会へ講師を派遣し、

消防団の現状等の説明を行い、消防団員の資質の向上を図る。 

 

（３）日本消防協会等が主催する研修会等への参加経費の助成 

   日本消防協会及び日本防火・防災協会が主催する研修会等へ参加する消防団員、女

性防火クラブ員への参加経費の助成を行い、研修を通じた消防団員、女性防火クラブ

員 の資質の向上と活動能力等の向上を図る。 

①  第４７回消防団幹部特別研修（日本消防協会） 

     実施日    令和３年１月１２日（火）～１５日（金） 

     実施場所   日本消防会館（東京都） 

     参加予定者  檜山地方支部から１名（予定） 

②  第２０回消防団幹部候補中央特別研修（日本消防協会） 

     実施日    男性の部  令和３年２月３日（水）～５日（金） 

            女性の部  令和３年２月１７日（水）～１９日（金） 

     実施場所   日本消防会館（東京都） 

     参加予定者  男性の部  檜山・後志・空知地方支部から各１名（予定） 

女性の部  渡島・檜山地方支部から各１名（予定） 

③  第２６回全国女性消防団員活性化徳島大会（日本消防協会） 

     実施日    令和２年１１月１８日（水）～１９日（木） 

     実施場所   大会会場：アスティとくしま 

            情報交流会場：同上 

     参加予定者  消防職団員 約５０名 
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④  全国女性防火クラブの集い（日本防火・防災協会） 

     実施日     令和２年１１月６日（金） 

     実施場所    東京都（未定） 

     参加予定者   北海道女性防火クラブ連絡協議会理事３名 

⑤  令和２年度全国婦人防火クラブ連合会総会（日本防火・防災協会） 

     実施日     令和３年１月２２日（金） 

     実施場所    東京都（未定） 

     参加予定者   北海道女性防火クラブ連絡協議会会長（予定） 
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Ⅱ 防火防災意識の向上と思想普及のための各種啓発活動を行う事業 

（公益目的事業２） 

 

１ 消防大会事業 

（１）北海道消防大会 

   第７２回北海道消防大会を稚内市において開催し、優良消防団（員）、幼少年女性防

火クラブ等の消防関係団体に対する表彰や、消火や人命救助、予防広報活動に尽力し

た一般人に係る功績を顕彰することにより、団結の強化と士気の高揚を図るとともに、

大会の広報を通じて、防火防災意識の高揚を図る。 

   実施日       令和２年８月２２日（土） 

   実施場所      稚内総合文化センター 

   大会参加予定人員  約 1,700 人 

（２）表彰 

  ① 消防職・団員の士気の高揚を図るため、優良消防機関の表彰並びに優良消防職・

団員の功績（功労）及び勤続表彰を行う。 

  ② 火災予防住民組織の育成強化のため、幼年、少年、女性消防クラブ等に対する表

彰を行う。 

  ③ 消防に関する理解と協力を高め、もって一般住民の防災意識の高揚を図るため、

消防業務の運営に貢献のあった民間協力団体に対する感謝状の贈呈を行う。 

 

２ 消防殉職者慰霊祭事業 

  消防殉職者慰霊祭を札幌市において開催し、火災や災害等の活動により職に殉じた消 

防団員、消防職員又は防火防災活動に協力して死亡した一般の人々の功績を称え、その

遺徳を偲ぶとともに、防火防災意識の高揚と消防活動で再び死亡事故を起こさないため

の意識を啓発する。 

   実施日      令和２年６月２６日（金） 

   実施場所     京王プラザホテル札幌 

   参列予定人員   約２００人 

 

３ 防火啓発、災害支援の推進、消防設備の充実強化事業 

（１）防火啓発事業 

  ① 防火ＤＶＤ及び着ぐるみ等防火啓発物品の貸し出し 

    防火防災思想の普及に寄与するため、防火ＤＶＤ及び着ぐるみ等防火啓発物品を 

各地域で行われる防火行事等へ貸し出しを行う。 

    なお、着ぐるみ（消太くん）1 体を更新するとともに、DVD の新規購入などによ 

り防火啓発物品の充実を図る。 
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② 少年婦人（女性）防火協議会育成強化対策事業 

   ・ 道内１地区（十勝総合振興局管内を予定）において、女性防火クラブの地区大

会を開催し、民間防火組織の拡充強化と防火思想の普及啓発を図る。 

   ・ 全道女性防火クラブ指導者研修会を開催し、防火クラブ指導員の養成と資質の

向上を図る。 

  ③ 女性防火クラブ連絡協議会育成強化対策事業 

    「北の安心だより」を発行し、全道防火クラブ員の防災意識の向上と、資質の強

化を図る。 

（２）防火・防災に関する作品コンクール 

   防火・防災に関する作品（ポスター・作文）コンクールを、北海道と共催で実施し、

若年層の防火意識の高揚と啓発を図るとともに、消防団に対する興味を持たせること

により、将来的な団員の確保に資する。 

（３）消防団応援の店事業 

   消防団に対して企業や飲食店等の事業所の協力のもとに北海道全体で応援する事業

を展開し、消防団を中核とした地域防災力の充実強化を図る。 

（４）災害支援事業 

   大規模災害等が発生した場合、被害を受けた被災地への支援や、復旧活動等を行う

地元消防団等に対し活動を支援する制度を設け、支援金を交付する。 

 

（５）消防設備の充実強化事業 

   住宅用火災警報器の設置率向上のため、普及啓発グッズ等を作成、配布を行う。 

 

４ 北海道消防新聞発行事業 

  北海道消防新聞を毎月２３，０００部発行し、消防職・団員をはじめ、市町村、民間

防火組織等に配布し、防災意識の向上と地域住民への防火・防災思想の普及啓発を図る

とともに北海道消防新聞の WEB 化に向けた検討を行う。 

 

５ 消防に関する調査研究事業 

  消防職・団員数、幼少年女性防火クラブ員数など、消防に関する調査を行い、北海道

消防新聞やホームページ等で公表し、地域消防の研究等に資する。 
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Ⅲ その他の事業 

 

 

１ 消防互助事業 

（１）相互扶助事業 

   消防団員及び消防職員の福利厚生事業として、会費を納入されている会員に対し見

舞金等の給付を行う。 

（２）顕彰 

   本会役員等の退任者に対し顕彰を行う。 

（３）消防殉職者遺族会事業 

   消防殉職者遺族会の運営を援助するとともに、遺族会理事会及び遺族交流会の開催、

遺族会会報の発行などを行い、ご遺族の福祉増進を図る。 

 

２ 消防団加入促進事業 

  消防団員が減少傾向に対する歯止めを掛け、活動をより活性化させるため、全道各地

で地域の実情に即した消防団の活性化対策事業を推進するとともに、各地域における消

防団員確保事業に対する費用を助成し、消防団の加入促進を図る。 

 

３ 地方支部推進事業 

  各地方支部が実施する事業の円滑かつ積極的な推進を図るため、各地方支部に対し助

成を行う。 

 

４ 日本消防協会共済事業 

  日本消防協会が実施する共済や各種事業に対し、連携を緊密化し効果的な推進に努め

る。 
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Ⅳ 会議の開催 

 

 

１ 役員会（理事会・評議員会） 

（１）令和２年６月９日（火）      定例理事会 

（２）令和２年６月２６日（金）     定時評議員会・臨時理事会 

（３）令和３年３月１９日（金）     定例理事会・臨時評議員会 

 

２ 地方支部長会議 

（１）令和２年７月１７日（金）・・未定 （北海道消防操法訓練大会終了後） 

（２）令和３年３月１９日（金）     （定例理事会・臨時評議員会開催前） 

 

３ 地方支部事務局長会議 

  令和２年５月下旬（未定） 
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